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ウィンステッドの著作活動が,言語 ･文学 ･歴史 ･










史｣と野口勇訳の ｢マレーの歴史 ･自然 ･文化｣を掲
げているが (p.ll),後者は,ウィンステッドの編集
した1923年の Malayaの訳ではないか｡
古代史に関しては, フランスの G.Coedesがスマ
トラのパレンバンの KedlkanBukit碑 (SriVijaya
朝)の再解釈と,カリフォルニア大のPaulWheatley
のマレー半島の古代史を,地域名の正確 な identif･
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cationという点から問題を提供している｡ 更にマラ
ッカが海港として栄える以前の東南アジアの経済史を
ひもとく鍵として,クラ海峡の Takuapaの問題を
AlastairLamb(マラヤ大学)が扱っている｡
マラヤの近代史というと殆んど,15,6世紀以降か
ら叙述されるが,このカテゴリー に入る論文は7つを
数える｡WangGungwu(マラヤ大学)は,初期マラ
ッカの歴史を中国史料から検討し,1403-5の中国マ
ラヤ関係の始まりを説く｡C.R.Boxerは,英語文献
の少ない,1629のアッチェ人のマラッカ襲撃に光を投
げるポルトガル資料を3つ英訳紹介の労をとってい
る｡D.K.Bassett(マラヤ大学)は,18世紀後半のマ
レー半島を,英国の商業戦略的関心から見る｡英国の
統治に関しては,C.M.Turnbullと EmilySadka
との2つの論文がある｡バスティンは,往々マレーシ
ア人はウィンステッドの歴史視点は受け入れられず,
マレーシアの歴史はマレーシア人の手で と主張す る
が,subject-matterに関する限り, ウィンステッド
檀,マレー人の視点に立ってマラヤの歴史を解釈した
ものはないではないかと強調する｡そして,マラヤ近
代史に歴史上の実在人物のパ-ソナリティの研究に欠
けていることを鋭く指摘して,今後のマラヤ歴史研究
の方向を示唆している｡C.Skinnerは,19世紀のマ
ラヤ,タイ関係理解の為に,バンコックに残っている
1839年の Kedahletterの紹介をしている｡
ウィンステッドへのこの論文集の中にあって特異な
のは,LA.P.Goslingの現地調査に基くTrengganu
州のBabaChineseの移動と同化とを追跡した論文
と,C.Geertzのバリ畠における最近の宗教的変化
(ⅠnternalConversion)とを扱った論とであろう｡
言語 ･文化に関しては6つの論文がある｡マレー編
年史の起源と本質とを2人のオランダ入学者が各々論
じている｡A.Teeuw と P.E.deJosselindeJong
である｡R.Roolvink,P.Voorhoeve,C.Hooykaas
などの大家も各々文献校訂をしている｡インドネシア
文学専門の A.H.Johnsは,AmirHamzahを,そ
の詩的生長発展過程を追いながら ｢マレーの王子であ
ってインドネシアの詩人｣という風に位置づけてい
る｡
多くの Festschriftがそうであるように,全体とし
ての統一は無いが,一つ一つの論文は各々の専門家に
とって参考になろう｡ (前田成文)
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